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トアルデヒドを 0.2～1mM の濃度で直接的に曝露し、N2-ethylidene-dG レベ
ル、及び ALDH2 発現について検討した。ALDH2 の機能的役割を検討するた
めに、①siRNA 法で ALDH2 発現を抑制したヒト食道上皮細胞、②Aldh2 ノ
ックアウトマウスの食道から分離培養した食道上皮細胞、③レンチウイルス
ベクターを用いて ALDH2 を高発現させたヒト食道上皮細胞にアセトアルデ












ルデヒドを曝露して N2-ethylidene-dG レベルを調べたところ、ALDH2 発現 
を抑制した細胞ではコントロールに比して有意に上昇し、一方、野生型



















した。In vitro でヒト食道上皮細胞にアセトアルデヒドを曝露すると ALDH2
発現が誘導され、さらに ALDH2 発現を抑制した食道上皮細胞にアセトアル
デヒド曝露すると N2-ethylidene-dG 値が上昇すること、逆に野生型 ALDH2
の高発現ではそれが低下することを示した。また変異型 ALDH2 の高発現で
は N2-ethylidene-dG は抑制されなかった。以上の結果からアセトアルデヒド




  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるもの
と認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 1 月 15 日実施の論文内容とそれ
に関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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